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定款に記載する目的 

 

 

（各フレーズについての主な検討課題・注釈） 

① 大学スポーツを定義する必要がある。「競技スポーツ（Athletics）」に限定することが実際の中

心的事業や NC‘A’Aの名称には相応しいのではないか。 

② どのような人となることを期待するかについて、共感を得られるメッセージを記載する必要が

ある。様々な問題が「心の弱さ」から生じていることと、「タフさ」が求められる世の中において、

これまでの議論から感じ取った大学スポーツが担う役割を、「健康」や「健全」という語ではな

く、「心身ともに逞しい人」を育てることとした。 

③ 学生としての成長を第一とする中核事業目的。「平等な機会の実現」と「環境の充実」で構成

する。 

④ NCAAの存在意義に関わる 2つ目の事業目的。運営の透明性や健全性を推進するととも

に、地域・社会と一体となって大学スポーツの発展を目指すフレーズ。「フェアで」「社会に開か

れた」という言葉の定義が必要になる可能性有（憲章等で示すことが考えられる）。 

⑤ 3つ目の事業目的。 

⑥ ４つ目の事業目的。「環境の充実」に含むのではなく、「安全性」向上を強調するために記載。 

⑦ 大学スポーツの振興により、「世界に貢献する人材の育成」への寄与を第一とする。 

⑧ 「スポーツ文化の発展」も外せないテーマと考えている。ここでは「大学スポーツ」に限定しない

こととした。 

  

（案１） 

この法人は、①大学スポーツ（大学の適切な運営体制の下で教育の一環として行われる学生の競技ス

ポーツをいう。以下同じ。）を通じて②心身ともに逞しい人として③学生が成長し得る平等な機会の実現と

環境の充実に努めるとともに、④フェアで社会に開かれた大学スポーツを是とし、⑤その多様な価値と⑥活

動の安全性を高めるための取組を支援することにより、⑦世界に貢献する人材の育成と⑧スポーツ文化

の発展に寄与することを目的とする。 
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（参考） 

各スポーツ団体の定款に記載されている目的 

 

【公益財団法人日本オリンピック委員会】 

本会は、オリンピック憲章に基づく国内オリンピック委員会として、オリンピックの理念に則り、スポーツ等

を通じ世界の平和の維持と国際的友好親善、調和のとれた人間性の育成に寄与することを目的とする。 

 

【公益財団法人日本体育協会（平成 25年）】 

この法人は、わが国、国民スポーツの統一組織としてスポーツを振興し国民体力の向上を図り、スポー

ツ精神を養うことを目的とする。 

 

【公益財団法人日本スポーツ協会（現在）】 

この法人は、わが国におけるスポーツの統一組織としてスポーツを推進し、遍く人々が主体的にスポー

ツを享受し得るよう努めるとともに、フェアプレー精神を広め深めることを通して、多様な人々が共生する平

和と友好に満ちた持続可能で豊かな社会の創造に寄与することを目的とする。 

 

【公益社団法人全国大学体育連合】 

この法人は、学校教育法に定める大学をはじめとする高等教育機関における体育(保健教育、教養にお

ける体育を含む。以下同じ。) に関する研究調査を行い、その成果の普及活用を図るとともに、大学をはじ

めとする高等教育機関における体育に関する相互の連絡、協力体制を確立し、もって大学をはじめとする

高等教育の発展に寄与することを目的とする。 

 

【公益社団法人日本プロサッカーリーグ】 

この法人は、公益財団法人日本サッカー協会の傘下団体として、プロサッカー（この法人の正会員となっ

た団体に所属するサッカーチームが業務として行うサッカーをいう。以下同じ）を通じて日本のサッカーの水

準の向上及びサッカーの普及を図ることにより、豊かなスポーツ文化の振興及び国民の心身の健全な発

達に寄与するとともに、国際社会における交流及び親善に貢献することを目的とする。 

 

【公益財団法人日本サッカー協会】 

この法人は、日本サッカー界を統括し代表する団体として、サッカーを通じて豊かなスポーツ文化を創造

し、人々の心身の健全な発達と社会の発展に貢献することを目的とする。 

 

【公益社団法人ジャパン・プロフェッショナル・バスケットボールリーグ】 

この法人は、公益財団法人日本バスケットボール協会の傘下団体として、プロバスケットボール（この法

人の正会員となった団体に所属するバスケットボールチームが業務として行うバスケットボールをいう。以

下同じ）を通じて日本におけるバスケットボールの競技力の向上及びバスケットボールの普及を図ることに

より、豊かなスポーツ文化の振興及び国民の心身の健全な発達に寄与するとともに、国際社会における交
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流及び親善に貢献することを目的とする。 

 

【一般社団法人日本バレーボールリーグ機構】 

当法人は、当法人が運営するＶリーグに所属するバレーボールチームを有する社員のため、試合の企

画、諸規定の整備、広報活動、知的財産権の管理その他のＶリーグに関わる諸問題に対処することにより

社員の発展に寄与し、もって社員に共通する利益を図るとともに、公益財団法人日本バレーボール協会の

傘下団体として、世界のトップリーグを目指し、日本のバレーボールの水準の向上およびバレーボールの

普及を図ることにより、豊かなスポーツ文化の振興ならびに国民の心身の健全な発達に貢献することを目

的とする。 

バレーボールを通じ、新たなスポーツ文化価値を広く社会にアピールし、地域社会の活性化や次世代を

担う青少年の育成など、わが国競技スポーツのトップリーグのスポーツ文化の創造の先駆的役割を果たす

ことも当法人の目的とする。 

 

【公益財団法人全国高等学校体育連盟】 

この法人は、高等学校等生徒の健全な発達を促すために、体育・スポーツ活動の普及と発展を図ること

を目的とする。 

 

【公益財団法人日本中学校体育連盟】 

 この法人は、全国中学校生徒の健全な心身の育成、体力の増強及び体育・スポーツ活動の振興を図り、

もって中学校教育の充実と発展に寄与することを目的とする。 


